
表2. PTPsにおけるインヒビタ-の発生報岳221

研究者 製剤 N De Novoインヒビ夕-

く新たに発生したインヒピ夕-1

SdlWartZ 1990 rFV川 86

Aygoren-Pusun 1 997 rFVlll 39 0

8erntorp 1997 rFV川 87 0

Wh宅七e 1997 rFVllt 69

Abshire 200O rFVnF 26 0

合計 307

2.3.国内データく小括l

国内においてrL 1990年代以降に開発された3つの製剤く血焚由来モノクローナル抗体精

製製剤-.クE3ス工イトMく末公表データl, 2つの遺伝子組換え第VR囲子製剤こコ-ジネイト

13l,コージネイトFS亡PTPs13Jt pupsく末公表データIL及びリコネイト14J28りこおいて.

プロスペクテイブなPUPs試験及び遺伝子組換え製剤ではPTPs試験が実施されたが, lSTH

やCPMPが指摘するような150実投与Ej以上のPTPsでの試験ではない.

表3 国内におけるインヒピター研究報告
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